
２ ０ ２ １ 年 ７ 月 第 ３ ９ ６ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

検索→

6
月
22
日
か
ら
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
目
安
を
決
め

る
「
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
審
議
会
は
厚
生
労
働
省
の
諮
問
機

関
）
２
０
１
９
年
は
全
国
で
２
６
円

～
２
９
円
の
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
審
議
会
が
目
安
を

示
さ
ず
、
40
県
が
１
円
～
３
円
の
引

き
上
げ
、
７
県
が
据
え
置
き
▼
最
低

賃
金
（
時
給
）
が
１
０
０
０
円
を
超

す
の
は
東
京
都
の
１
０
１
３
円
と
神

奈
川
の
１
０
１
２
円
。
一
番
低
い
７

９
２
円
は
沖
縄
や
佐
賀
な
ど
の
７
県
、

２
０
０
２
年
に
は
１
０
４
円
だ
っ
た

地
域
格
差
は
２
２
１
円
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
年
収
に
す
る
と
40
万
円
以

上
の
差
。
た
と
え
時
給
が
１
０
０
０

円
に
な
っ
て
も
月
収
約
16
万
円
で
は

生
活
を
支
え
る
に
は
低
す
ぎ
ま
す
。

非
正
規
で
働
く
人
た
ち
が
最
低
賃
金

に
お
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
立

場
の
弱
さ
か
ら
声
も
上
げ
づ
ら
い
の

が
現
実
▼
全
労
連
（
全
国
労
働
組
合

総
連
合
）
は
全
国
一
律
制
度
の
確
立
、

時
給
１
５
０
０
円
の
実
現
に
向
け
て

大
幅
引
き
上
げ
と
地
域
の
格
差
を
是

正
す
る
よ
う
求
め
て
意
見
書
を
出
し

ま
し
た
。
連
合
は
「
現
行
の
ラ
ン
ク

制
度
（
都
道
府
県
を
Ａ
～
Ｄ
に
分
け

て
引
き
上
げ
）
に
は
限
界
が
あ
る
、

抜
本
的
改
革
を
求
め
る
」
経
団
連
か

ら
も
「
地
方
の
最
低
賃
金
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
」
の
声
が
出
て
い
ま
す
▼
中

小
企
業
へ
は
社
会
保
険
の
負
担
を
減

ら
す
な
ど
国
の
さ
ら
な
る
支
援
も
強

化
し
な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

「
８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る

社
会
」
に
す
る
た
め
全
国
一
律
制
度

の
確
立
、
そ
し
て
最
低
賃
金
・
時
給

１
５
０
０
円
を
実
現
す
る
こ
と
が
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

花言葉：はかない美

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

月
下
美
人

６
月
２
９
日
、
日
経
ホ
ー
ル

（
東
京
都
内
）
で
３
０
名
弱
の

参
加
で
沖
電
気
株
主
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
会
場
入
場
制
限
８

０
人
、
質
問
は
一
人
１
問
、
開

催
時
間
は
３
０
分
を
め
ど
と
大

幅
に
制
限
。
当
会
か
ら
も
２
名

が
参
加
し
質
問
を
し
ま
し
た
。

契
約
社
員
の
格
差
是
正
は
、

残
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か

「
『
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
』

の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
均
衡
待

遇
に
な
る
よ
う
、
法
令
に
基
づ

き
制
度
改
定
を
実
施
し
て
い
る
」

と
回
答
。

し
か
し
、
厚
労
省
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

均
衡
・
均
等
待
遇
で
あ
り
、
最

低
で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
・

育
児
規
定
・
傷
病
休
職
期
間
等

は
即
、
是
正
す
べ
き
も
の
で
す
。

無
謀
な
生
産
子
会
社
へ
の
転

籍
が
行
わ
れ
た
で
は
な
い
か

「
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

『
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
の
強
化
』

で
、
富
岡
・
本
庄
事
業
所
の
再

編
を
実
施
。
転
籍
対
象
者
に
は

労
働
条
件
の
変
更
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
実
施
し
た
」
と
転

籍
あ
り
き
で
進
め
ら
れ
た
実
態

を
見
な
い
回
答
に
終
始
。
転
籍

後
に
も
課
題
を
残
す
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

事
業
統
合
で
、
退
職
強
要
が

さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か

「
人
員
削
減
が
目
的
で
は
な

い
。
継
続
し
て
沖
グ
ル
ー
プ
の

中
で
仕
事
に
従
事
し
て
も
ら
う

よ
う
提
案
し
て
い
る
。
結
果
的

に
退
職
を
選
択
し
た
社
員
の
い

た
こ
と
は
事
実
」
と
回
答
。

退
職
強
要
に
つ
い
て
は
、
肯

定
も
否
定
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
活
躍
推
進
が
、
全
く
進

ん
で
い
な
い
で
は
な
い
か

（
女
性
管
理
職
３
％
か
ら
５

％
目
標
）
「
結
果
が
出
て
い
な

い
事
は
非
常
に
反
省
し
て
い
る

し
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
女
性
社
員
を

増
や
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。
期
待
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
回
答
で
し

た
。事

前
に
提
出
し
た
質
問
状
の

内
容
に
は
一
部
の
み
で
、
す
べ

て
に
回
答
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

①10年ぶりの赤字決算と

経営戦略問題

②事業構造改革による2,000

人の人員削減と退職勧奨

③消防無線談合事件に関する

自治体・住民訴 訟の詳細

④職場におけるパワハラと人権侵害

⑤契約社員の格差是正と退職金問題

⑥労災問題

⑦賃金一割ダウンでの強引な転籍と沖富岡マニュ

ファクチャリング社員会問題、就業規則の周

知義務

⑧有期・無機契約社員数、無期転換契約対象

社員数と無期転換契約社員数

⑨契約から正社員の登用数

⑩海外連結子会社数と従業

員数

⑪在職死亡者数と原因

⑫コンプライアンス委員会

への通報数と内容

＊ＯKIの目標：女性の管理職比率を３%→５％

＊国内OKIグループには「当社(沖単体）」を含んでいない。

女性の占める割合（21年3月31日現在)

配当利回り：一株当たりの年間配当金が株価

（投資金額）の何％の相当するかを表す数値



女性活躍  ％  女性割合  管理職 役員 人

OKI本体 12.8 3.4 2

本体本部労働組合役員 0

国内子会社 13.5 2.5 2

子会社の例

OKIサーキッドテクノロジー 12.3 0 0

ＯＫＩクロステック 8.6 1.5 9.1

ＯＫＩソフトウエア 11.9 3.8

ＯＫＩプロサーブ 36.9 13.4

ＯＫＩシンフォテック 18.9 0 0

ＯＫＩ社員構成 ２０２０年３月期（総数17,751人）

ＯＫＩ本体 ４，２０３人 23.67%

国内子会社 ８，２４８人 46.46%

海外子会社 ５，３００人 29.85%

外
国
人
労
働
者
の
「
安
全

衛
生
教
育
」
を
し
っ
か
り
！

【
群
馬
・
富
岡
】

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
外
国

人
労
働
者
が
活
躍
し
て
い

る
直
接
職
場
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
日
本
語
が
余
り

通
じ
な
い
状
況
も
見
ら
れ

ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
岡
山
県
で
ベ

ト
ナ
ム
の
作
業
実
習
生
が
、

仕
事
の
作
業
手
順
な
ど
を

十
分
理
解
せ
ず
、
コ
ン
ベ

ア
に
挟
ま
れ
て
大
怪
我
を

す
る
事
故
が
発
生
し
、
実

習
生
が
会
社
側
の
「
指
導

監
督
不
足
」
を
理
由
に
提

訴
し
裁
判
に
な
っ
て
い
ま

す
（
19
年
）
。
通
訳
な
し

の
作
業
が
原
因
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
原

因
で
し
た
。

富
岡
工
場
で
も
中
国
、

フ
イ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
な
ど
様
々
な
国
の
方
が

働
い
て
い
ま
す
が
、
外
国

人
労
働
者
に
対
す
る
「
労

働
安
全
教
育
」
の
徹
底
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
労
働
安
全

衛
生
法
で
は
「
そ
の
従
事

す
る
業
務
に
関
す
る
安
全

又
は
衛
生
の
た
め
の
教
育

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

通
訳
の
配
置
な
ど
、
外

国
人
労
働
者
が
い
つ
で
も

作
業
内
容
な
ど
を
確
認
出

来
る
職
場
環
境
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

都
立
病
院
独
法
化
ノ
ー

コ
ロ
ナ
医
療
の
充
実
を

【
東
京
】

小
池
都
政
は
、
都
立
・

公
社
病
院
の
地
方
独
立
行

政
法
人
化
（
独
法
化
）
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
命
を
預
か
る
医
療

現
場
ま
で
競
争
主
義
を
持

ち
込
む
の
は
論
外
で
す
。

独
法
化
に
よ
り
、
た
だ
で

さ
え
コ
ロ
ナ
禍
で
不
足
し

て
い
る
病
床
の
削
減
に
つ

な
が
り
、
従
来
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
で
差
額
ベ
ッ
ド
代

が
取
ら
れ
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
で

府
立
病
院
を
独
法
化
し
た

た
め
に
病
床
が
確
保
で
き

ず
コ
ロ
ナ
で
の
死
亡
率
が

上
が
っ
た
こ
と
か
ら
学
ぶ

べ
き
で
す
。
儲
け
よ
り
都

民
の
命
を
優
先
さ
せ
る

「
ケ
ア
す
る
都
政
」
が
、

い
ま
求
め
ら
れ
ま
す
。

株
主
総
会
で
企
業
の

社
会
的
責
任
を
問
う

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

六
月
下
旬
は
、
株
主
総

会
が
各
企
業
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、

総
会
を
重
要
視
し
参
加
し

て
い
ま
す
。
経
営
陣
に
対

し
、
職
場
で
起
き
て
い
る

問
題
点
を
直
接
問
い
た
だ

し
が
で
き
ま
す
。

日
立
、
東
芝
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

三
菱
、
ル
ネ
サ
ス
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
な
ど

組
合
員
が
参
加
し
、
不
当

解
雇
、
退
職
強
要
、
処
遇

や
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
労
働
者
が
抱
え
て
い
る

問
題
点
と
人
権
擁
護
の
立

場
か
ら
企
業
の
在
り
方
や

社
会
的
責
任
を
追
及
し
て

い
ま
す
。
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
徐
々
に
成
果

も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
株
主
か
ら
も
企
業
の

社
会
的
責
任
を
問
う
意
見

も
出
始
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

職
域
接
種
始
ま
る

【
埼
玉
・
本
庄
】

沖
グ
ル
ー
プ
で
は
、
６

月
末
ま
で
に
99
人
の
感
染

者
と
な
り
、
こ
の
本
庄
で

も
何
人
か
の
感
染
者
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接

種
が
、
７
月
か
ら
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
。

予
防
の
た
め
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
欠
か
せ
な
い
が

あ
く
ま
で
も
本
人
同
意
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
受
け
な
い
こ
と

で
不
利
益
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２１年 ７月 第３９６号

沖電気は１０年ぶりの赤字でも賃金抑制で内部留保金は増加

坂井 義則さん

★忘備録★ １９６４年 東京オリンピック

「平和」への希望を背に最終聖火ランナーに
は広島原爆投下の１９４５年８月６日広島県

三次市（みよしし）生まれの坂井さんが選ばれた.
（１０月開催 第１８回夏季オリンピック）

《
略
歴
》

１
９
６
３
年
国
体
陸
上

４
０
０
ｍ
優
勝

１
９
６
４
年
早
稲
田
大

学
入
学
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
選
考
で

敗
退
。
国
立
競
技
場
の

７
万
の
大
観
衆
の
中
、

10
万
７
１
３
人
目
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
聖

火
台
に
昇
っ
た

２
０
１
４
年
９
月
死
去

享
年
70
歳
。
同
年
国
際

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
受
賞
。

三
次
市
の
公
園
に
は
レ

リ
ー
フ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
５
８
回

女
性
の
活
躍

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
）

管
理
職
比
率
目
標
の
５
％
は
未
達

ＳＤＧｓ

（
労
働
省
婦
人
少
年
局
の
発
足
当
時
の
掲
示
物
）

・
婦
人
局
は
１
９
４
７
年
の
労
働
省
発
足
と
同
時
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

沖電気本体の女性比率は１９７６

年の１８％から現在は１２.８％に

後退。幹部社員に占める女性の割

合も低い。労働組合も同様。

五
輪
準
備
会
議
で
の
女
性
蔑

視
発
言
等
で
日
本
社
会
の
女

性
地
位
問
題
な
ど
が
顕
在
化

し
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
て

い
る
。

●
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
男

女
平
等
指
数
＝
日
本
は
１
５

３
カ
国
中
１
２
０
位

●
列
国
議
会
同
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
）

国
会
議
員
で
の
女
性
比
率
＝

日
本
は
９
・
９
％
で
１
９
３

カ
国
中
１
６
６
位
と
な
っ
て

い
る
。

電
機
の
黒
字
の
影
で

３
１
万
８
７
４
１
万
人
の

人
員
削
減

電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
調
べ

（
電
機
１
８
２
社

過
去
１
０
年
）

沖電気 一人当たり：万円
沖
電
気
連
結
の
内
部
留
保
金

と
単
体
平
均
年
収
の
推
移

内
部
留
保
金
１
２
６
３
億
円

（
利
益
・
資
本
剰
余
金
＋
引
当
金
）

従
業
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